
教材・⽀援機器活⽤実践事例【ICT】 

協働活動のための ICT 活⽤ 

「分子構造の作成における協働活動」 

子どもに 

ついて 

所属・学年 特別支援学校・高等部１年 

障がい名等 聴覚障がい 

子どもの実態 

（学習上又は生活
上の困難さ等） 

・人工内耳、補聴器を装用し、音声、文字、指文字、手話等を活用
し、コミュニケーションを図っている。主に使用するコミュニケ
ーションモードに違いがあり、中学部で別のグループで学習し
ていた生徒が合同で授業を受けるにあたり、入学直後は互いに
よそよそしさがあった。 

・体験の言語化が課題であり、知識の獲得が難しい生徒でも、化学
的事象の視覚化や具体物の活用により、他の生徒に影響を与え
るアイデアを表現する姿が見られる。 

・学習の負担感を感じやすい生徒もおり、課題量の調整が必要で
ある。 

授業に 

ついて 

（教材・教具を

使用した授業

や指導場面） 

教科名等 化学基礎 

単元名「物質の構成と化学結合」～分子と共有結合～ 単元(題材)名 

単元(題材)の概要 

(1)価電子の共有によってできる共有結合について理解し、分子式
や電子式で表す。 

(2)分子模型を用いて分子構造を作成し、構造式で表す。 

教材・教具 

支援機器に
ついて 

教材・教具 

支援機器 

    

ねらい・工夫点 

〈ねらい〉 

・分子模型と構造式の作成に協働して取り組むことができる。 

・撮影した分子模型の写真と照らし合わせて、構造式を見直すこ
とができる。 

〈工夫点〉 

・PowerPoint のワークシートを Teams で配信し、分子模型の写
真の挿入や Microsoft365 の描画機能を用いた構造式の記入等、
共同編集ができるようにした。 

・個人の課題形式ではなく、互いの作業状況を大型提示装置で確
認しながら、工夫点を手がかりに協働で活動できるようにした。 

・自己評価チェックシートをワークシートの内容に含め、活動後
に振り返ることができるようにした。 

材料・作成方法等 使用したアプリケーションソフト：Teams、PowerPoint365 

子どもの変容や評価 

・組み立てた分子を他の生徒も見やすいように、構図に配慮しな
がら撮影し、ワークシートに挿入することができた。 

・複雑な構造の分子の組み立てにも心理的な負担感がなく関心を
もって取り組むことができた。 

・構造式の記入に誤りがあるときは、教師が描画機能を用いて生
徒が撮影した写真に印を記入すると、結合部の間違いに気づい
て構造式を修正することができた。 

（令和４年度） 

Surface で分子模型を撮影し 

ワークシートに挿入 

描画機能を用いてペンで 

構造式を記入 

結合部の記述の間違いについて、

教師が写真を赤い丸で囲んで着

目させると、生徒が構造式を修正

した 
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